
当金庫旧本店金庫扉（詳細は2ページをご覧ください）

Okashin News　第28回 愛知まちなみ建築賞 大賞受賞
　　　　　　　　「おかしん先端科学奨学金制度」奨学生によるオンライン成果発表会

岡崎信用金庫資料館　リニューアルオープン
文化財を訪ねて　日吉山王社本殿
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岡
崎
信
用
金
庫
資
料
館

国
登
録
有
形
文
化
財

この春　リニューアル

　

明
治
23
年
、
岡
崎
の
有
力
者
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
岡
崎
銀
行
は
、
伝
馬
通
り
に
新
し
く
本
店
ビ

ル
を
起
工
し
、
大
正
6
年
4
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ル
が
、
現
在
の
岡
崎
信
用
金
庫
資
料
館
で

す
。
著
名
な
建
築
家　

鈴
木
禎
次
氏
に
よ
る
設
計

で
、
赤
レ
ン
ガ
と
地
元
岡
崎
産
御
影
石
（
花
崗

岩
）
を
組
み
合
わ
せ
た
重
厚
な
建
物
は
、
当
時
岡

崎
随
一
の
近
代
建
築
と
し
て
、
新
し
い
時
代
の
到

来
を
告
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
岡
崎
商
工
会
議
所
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
施
設
は
昭
和
51
年
、
商
工
会
議
所
移
転
に

と
も
な
い
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
市
民

か
ら
「
壊
す
の
は
惜
し
い
、
保
存
し
活
用
で
き
な

い
か
」
と
の
声
が
当
時
の
商
工
会
議
所
会
頭
で
、

当
金
庫
会
長
だ
っ
た
服
部
敏
郎
の
も
と
に
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
服
部
は
「
当
地
に
お
け
る
金
融

･
経
済
の
歴
史
そ
の
も
の
」
で
あ
る
建
物
を
岡
崎

信
用
金
庫
で
保
存
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

平
成
2
年
3
月
、
岡
崎
市
か
ら
「
歴
史
的
建
築

物
と
し
て
魅
力
あ
る
岡
崎
の
街
並
み
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
し
て
、「
岡
崎
市
都
市

景
観
環
境
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
12

月
に
は
、
国
の
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
選
ば
れ

（
文
化
財
保
護
法
第
57
条
）、
平
成
20
年
3
月
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
か
ら
1
0
4
年
を
迎
え
る
こ
の
春
、
免
震

化
・
改
修
工
事
を
終
え
た
当
金
庫
資
料
館
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
詳
し
い
日

程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
地
域
文
化
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
資
料
館
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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Information
岡崎市伝馬通1丁目58番地　℡0564－24－2367
開館時間：10時～17時（入館は16時30分まで）
休 館 日：月曜日・祝日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
　　　　　12月31日～１月３日　　入館無料

名鉄名古屋本線

愛
知
環
状
鉄
道

至
名
古
屋

至
豊
橋

龍城橋

岡崎公園・岡崎城

籠田公園

岡崎信用金庫本店

オト・リバー
サイドテラス

郷土館

隨念寺

竹千代橋

殿橋

吹矢橋

乙川

矢作橋

矢
作
川

岡崎公園前

東岡崎

中
岡
崎 1

248

岡崎信用金庫
資料館

明
代
橋

桜
城
橋

展示室
　日本と世界のお金を展示・解説するとともに、
日本のお金の歴史や紙幣の製造工程・偽造防止技
術などを紹介しています。

展示室
　美術や工芸、歴史や文化に関する様々な催しを行って
いきます。

免震化
　免震レトロフィット工法により、
建物の外観を損なうことなく耐震
性能に優れた建物としてリニュー
アルオープンを迎えることとなり
ました。床の強化ガラスから免震
装置をご覧いただけます。

当金庫旧本店金庫扉
　昭和10年に建設された旧本店
で使用されていた金庫扉です。
当時、頑丈で世界的に有名で
あった米国モスラー社製です。
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保
存
修
理
工
事
の
様
子

解体前の本殿

瓦を手作業で解体

全解体後　発掘調査を開始

コンクリートの基礎完成後
既存礎石を据え付ける

木部組立て

土台から柱、頭貫と順番に組み立てる

小屋組みを組み立てる

垂木を設置

　

瀧
山
寺
本
堂
の
北
側
、
一
段
高
い
場
所

に
境
内
を
見
渡
す
よ
う
に
鎮
座
す
る
日
吉

山
王
社
本
殿
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い

「
七
間
社
流
造
（
正
面
の
柱
間
が
七
間
あ

る
神
社
本
殿
形
式
）」
の
建
物
で
、
内
部

に
間
仕
切
り
が
無
く
一
つ
の
空
間
と
な
っ

て
い
る
点
が
珍
し
く
、
山
王
七
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
、
保
安
三（
1
1
2
2
）年
、

瀧
山
寺
中
興
の
祖
・
仏
泉
永
救
が
瀧
山
寺

の
守
護
神
と
し
て
近
江
の
日
吉
社
（
現
在

の
日
吉
大
社
）
か
ら
勧
請
し
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
東
谷
に
小

さ
な
お
堂
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
い

歴
史
の
な
か
で
、
移
転
や
建
替
え
が
繰
り

返
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
本
殿
は
慶
長
十

三（
1
6
0
8
）年
に
徳
川
家
康
公
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
、
正
保
二（
1
6
4
5
）年
、

瀧
山
東
照
宮
建
立
の
際
に
三
代
将
軍
・
家

光
公
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
に
岡
崎
市
の
指
定
文
化
財

と
な
っ
た
本
殿
は
腐
蝕
が
進
み
、
酷
く
老

朽
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
屋
根
材
に
桟
瓦
が
使
用
さ
れ

た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
、
屋
根
の
荷

重
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
建
物
の
負
担
も

増
し
、
破
損
や
雨
漏
り
が
生
じ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
代
頃
、
本
格
的
な
工
事
ま

で
の
一
時
凌
ぎ
と
し
て
、
地
域
住
民
の
手

に
よ
っ
て
波
ト
タ
ン
の
覆
屋
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
時
間
は
か
か
り
ま
し
た

が
、
住
民
や
N
P
O
法
人
の
地
道
な
活
動

が
実
を
結
び
、
平
成
三
十
一
年
四
月
保
存

修
理
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
調

査
の
な
か
で
、
以
前
は
杮（
こ
け
ら
）葺
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
往
時
の
文
化
を

継
承
す
る
た
め
杮
葺
に
葺
き
替
え
ら
れ
、

本
年
三
月
無
事
竣
工
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
存
修
理
工
事
の
特
徴
は
、
十

分
な
事
前
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
可
能

な
限
り
古
材
の
再
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

伝
統
的
な
工
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
工
事
は
当

初
半
解
体
の
予
定
で
し
た
が
想
定
以
上
に

柱
な
ど
の
木
部
の
腐
朽
が
進
ん
で
お
り
、

不
陸（
平
で
な
く
凹
凸
が
あ
る
こ
と
）も
激

し
か
っ
た
た
め
全
解
体
し
、
発
掘
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
地
盤
改
良
工
事
も
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
文
化
財
の
保
存
修

理
は
、
蓋
を
開
け
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
そ
の
都
度
柔
軟
に
対
応

し
得
る
だ
け
の
知
識
や
技
術
が
職
人
に
は

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

杮
葺
と
は
鎌
倉
時
代
か
ら
伝
わ
る
技
法

で
、
サ
ワ
ラ
や
ス
ギ
の
柾
目（
ま
さ
め
）の

手
割
り
板
で
、
厚
さ
3
〜
5
㍉
、
長
さ

3
0
0
㍉
程
度
、
幅
9
0
〜
1
5
0
㍉
の

割
板
材
を
重
ね
て
葺
い
て
い
き
ま
す
。

3
0
㍉
程
の
間
隔
で
重
ね
合
わ
せ
、
竹
釘

を
打
っ
て
固
定
し
ま
す
。
葺
替
え
当
初
は

黄
金
に
輝
き
、
徐
々
に
い
ぶ
し
銀
、
そ
し

て
茶
色
へ
と
経
年
変
化
す
る
姿
が
我
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぶ
っ
せ
ん
え
い　
ぐ

文化財

訪ねて
を

瀧
山
寺
の
鎮
守

日
吉
山
王
社
の
歴
史

本
殿
保
存
修
理
工
事

日吉山王社本殿
岡崎市指定文化財
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軒付を積む

杮板を葺く
写真提供／田中社寺㈱・岡崎市教育委員会

③僧形神坐像（聖真子）④男神坐像(八王子または早尾)

木
造
日
吉
山
王
神
坐
像

②僧形神坐像（二宮） ①僧形神坐像（大宮）※主神

　

聖
蓮
坊
阿
闍
梨
院
耀
（
？
〜
1
2
5
3
）
に
よ
っ
て
近
江
・
日
吉
社
の
神
像
を
模
し
て
造
立
さ
れ

た
9
軀
の
う
ち
4
軀
が
現
存
し
て
い
ま
す（
写
真
①
〜
④
）。
詳
し
い
造
立
年
代
は
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
院
耀
の
亡
く
な
っ
た
建
長
五（
1
2
5
3
）年
以
前
の
鎌
倉
時
代
前
半
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
中
で
最
古
に
あ
た
り
、
山
王
神
像
基
準
作
例
と
し
て
大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
他
の
3
軀（
写
真
⑤
〜
⑦
）は
台
座
の
墨
書
か
ら
延
宝
七（
1
6
7
9
）年
に

新
造
さ
れ
た
も
の
と
分
か
っ
て
い
ま
す
。

⑦男神坐像(八王子または早尾)

写真提供／岡崎市教育委員会 ※（　）内は山王神の名称

⑥僧形神坐像（十禅師） ⑤女神坐像（客人または三宮）

　

瀧
山
寺
本
堂
の
北
側
、
一
段
高
い
場
所

に
境
内
を
見
渡
す
よ
う
に
鎮
座
す
る
日
吉

山
王
社
本
殿
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い

「
七
間
社
流
造
（
正
面
の
柱
間
が
七
間
あ

る
神
社
本
殿
形
式
）」
の
建
物
で
、
内
部

に
間
仕
切
り
が
無
く
一
つ
の
空
間
と
な
っ

て
い
る
点
が
珍
し
く
、
山
王
七
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
、
保
安
三（
1
1
2
2
）年
、

瀧
山
寺
中
興
の
祖
・
仏
泉
永
救
が
瀧
山
寺

の
守
護
神
と
し
て
近
江
の
日
吉
社
（
現
在

の
日
吉
大
社
）
か
ら
勧
請
し
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
東
谷
に
小

さ
な
お
堂
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
い

歴
史
の
な
か
で
、
移
転
や
建
替
え
が
繰
り

返
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
本
殿
は
慶
長
十

三（
1
6
0
8
）年
に
徳
川
家
康
公
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
、
正
保
二（
1
6
4
5
）年
、

瀧
山
東
照
宮
建
立
の
際
に
三
代
将
軍
・
家

光
公
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
に
岡
崎
市
の
指
定
文
化
財

と
な
っ
た
本
殿
は
腐
蝕
が
進
み
、
酷
く
老

朽
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
屋
根
材
に
桟
瓦
が
使
用
さ
れ

た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
、
屋
根
の
荷

重
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
建
物
の
負
担
も

増
し
、
破
損
や
雨
漏
り
が
生
じ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
代
頃
、
本
格
的
な
工
事
ま

で
の
一
時
凌
ぎ
と
し
て
、
地
域
住
民
の
手

に
よ
っ
て
波
ト
タ
ン
の
覆
屋
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
時
間
は
か
か
り
ま
し
た

が
、
住
民
や
N
P
O
法
人
の
地
道
な
活
動

が
実
を
結
び
、
平
成
三
十
一
年
四
月
保
存

修
理
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
調

査
の
な
か
で
、
以
前
は
杮（
こ
け
ら
）葺
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
往
時
の
文
化
を

継
承
す
る
た
め
杮
葺
に
葺
き
替
え
ら
れ
、

本
年
三
月
無
事
竣
工
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
存
修
理
工
事
の
特
徴
は
、
十

分
な
事
前
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
可
能

な
限
り
古
材
の
再
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

伝
統
的
な
工
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
工
事
は
当

初
半
解
体
の
予
定
で
し
た
が
想
定
以
上
に

柱
な
ど
の
木
部
の
腐
朽
が
進
ん
で
お
り
、

不
陸（
平
で
な
く
凹
凸
が
あ
る
こ
と
）も
激

し
か
っ
た
た
め
全
解
体
し
、
発
掘
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
地
盤
改
良
工
事
も
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
文
化
財
の
保
存
修

理
は
、
蓋
を
開
け
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
そ
の
都
度
柔
軟
に
対
応

し
得
る
だ
け
の
知
識
や
技
術
が
職
人
に
は

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

杮
葺
と
は
鎌
倉
時
代
か
ら
伝
わ
る
技
法

で
、
サ
ワ
ラ
や
ス
ギ
の
柾
目（
ま
さ
め
）の

手
割
り
板
で
、
厚
さ
3
〜
5
㍉
、
長
さ

3
0
0
㍉
程
度
、
幅
9
0
〜
1
5
0
㍉
の

割
板
材
を
重
ね
て
葺
い
て
い
き
ま
す
。

3
0
㍉
程
の
間
隔
で
重
ね
合
わ
せ
、
竹
釘

を
打
っ
て
固
定
し
ま
す
。
葺
替
え
当
初
は

黄
金
に
輝
き
、
徐
々
に
い
ぶ
し
銀
、
そ
し

て
茶
色
へ
と
経
年
変
化
す
る
姿
が
我
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

・名鉄名古屋本線「東岡崎駅」より、名鉄バス
　大沼方面行「滝山寺下」下車徒歩3分

公共交通機関ご利用の場合

住　所：愛知県岡崎市滝町字山籠117
電　話：0564－46－2516

Information

日吉山王社本殿
岡崎市指定文化財

※外観のみ見学可（一部）

愛
知
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状
鉄
道

岡崎中央
総合公園1

477

335
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日吉山王社本殿
（瀧山寺本堂北側）

常磐
小学校

岩津
高校

常磐南
小学校

岡崎北
高校

東岡崎駅
岡崎公園

東
名
高
速
道
路

248
名鉄名古屋本線

大樹寺三丁目

4



ⒸFUMITO SUZUKI

〇配信期間／2021年２月24日㈬～３月31日㈬
～発表テーマ～
①　ゼブラフィッシュ幼魚で探る、脊髄運動系神経回路の作動様式

②　光合成生物が光を集め、時には捨てる仕組み

③　細胞が電気信号を生み出す仕組み
　　～イオンチャンネルが持つ精妙なからくりを紐解く～

④　単一分子で発電する有機太陽電池

　　基礎生物学研究所／基礎生物学　川野　幸平氏

　　基礎生物学研究所／基礎生物学　渡邉　顕正氏

　　生理学研究所／生理科学　平澤　輝一氏

　　分子科学研究所／機能分子科学　Lee,Jihyun 氏

「おかしん先端科学奨学金制度」
奨学生によるオンライン成果発表会開催

下記URLよりおかしんホームページへ。
https://www.okashin.co.jp/shougakukin.pdf

視聴方法

第２８回 愛知まちなみ建築賞 大賞受賞
　２０２１年１月２７日㈬、当金庫城下町支店（岡崎市上六名）が「第２８回愛知まちなみ建築賞」の大
賞を受賞しました。
　金融機関の店舗はセキュリティの高いバックスペースが必要なことから閉鎖的になりがちである
のに対して、城下町支店は、施設中央にバックスペースを、その外周にお客様スペースをもうけた、
八方がガラス貼りの建築です。本建築がその主旨に「街をやさしく灯す行灯」を目指したと謳うよ
うに、夜間には地域の木材を使った骨組みが内部空間と共に照らし出され、柔らかな明かりが街角
を彩ります。
　金融機関店舗のあり方を再考することによって生み出された、地域に開放された空間性、三差路
の角地に相応しい象徴性をもつ城下町支店は、まちなみの創造に寄与する優れた建築であるとして
高く評価されました。

　ノーベル賞受賞者を輩出し世界トップレベルの研究を展開する自然科学研究機構（岡崎市明大寺
町）は次世代の研究者育成にも力を入れており、多くの大学院生が研究活動を行っています。そん
な日頃の研究成果を発表すべく、奨学生による成果発表会を本年はオンラインにて期間限定で動画
配信しております。是非、ご覧ください。

Okashin News おかしんからのお知らせ

52021年3月  No.800
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オカザえもん定期預金商品名 2021年2月1日㈪～2021年9月30日㈭取扱期間

1口10万円以上（1円単位）預入金額 満期日以降に一括して払い戻します。支払方法

おかしんインターネット支店にお取引のある個人のお客さま販売対象

スーパー定期1年、自動継続（元利継続）預金の種類

1年もの預金金利：年0.15％（税引後　年0.119％）金利（税引前）

やむを得ず中途解約をされる場合、上記金利は適用されず、お預け入れ日から解約日までにおける当金庫所定の中途解約金利が
適用されます。中途解約

2013年1月1日から2037年12月31日までの間にお受け取りになる利息には「復興特別所得税（0.315％）」が課税されるため、
20.315％（国税 15.315％、地方税 5％）の税金がかかります。税　金

本商品は金利情勢の変動やその他の理由により当金庫の判断で取扱いの終了ならびに金利の変更をする場合があります。
本商品はおかしんインターネット支店限定商品です。当金庫本支店の窓口およびATMでのお取引はできません。
お預け入れ時の金利を約定利率として初回満期日まで適用します。
初回満期日以降は満期日（継続日）におけるスーパー定期の店頭表示金利を適用します。
マル優はご利用いただけません。
この預金は預金保険制度の対象商品です。（預金保険制度により全額保護される決済用預金以外の預金と合算して、
預金者お1人さまあたり１金融機関ごとに元本1,000万円までとそのお利息が保護されます。）

その他

総合的な判断により口座開設をお断りさせていただく場合がござい
ます。なお、お断りさせていただいた理由につきましてはお答えで
きませんのであらかじめご了承ください。
郵便不着等で郵便物をお受取りいただけない場合は、お客さまへの
確認なく口座開設を取り消しさせていただく場合がございますので
あらかじめご了承ください。

― お申込みに関する注意点 ―

受付時間9：00～17：00
（土・日・祝日を除く）
※コロナ感染拡大防止のため、当面の間１２：３０～１３：３０まで休止時間を設けさせ
　ていただいております。なにとぞご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

0120-914-101
ココ　イー　支店　インターネット支店

事前に本人確認書類の画像をご利用端末に
保存してからお申込みください。

おかしんアプリを
ダウンロードしてください。

 詳しくはこちら

 詳しくはこちら

詳しくは当金庫HPをご覧ください。
https://www.okashin.co.jp/
internetstore/account/index.html

https://www.okashin.co.jp/lp/app/index.html

WEB申込

【口座開設のお申込み方法】
インターネット支店の口座お申込みはWEB上で完結！健康保険証と顔写真つき本人確認書類を撮影！

スマホ申込

Step1

Step2
おかしんアプリを開いて、「ネットバンキング」→「口座開設」
の順に選択してください。「口座開設のお申込み（スマホ申
込）」を選択してください。

Step3
規定を確認し各項目を入力してください。
確認メールが届きますので、受付確認用URLにアクセスし
ていただき口座開設のお申込みが完了となります。

Step4
後日、お取引に必要なカード等が郵送されます。
「契約者ID」とお申込み時に設定していただいた「初回ロ
グインパスワード」を利用してログインを行ってください。

おかしんインターネット支店限定

取扱期間

オカザえもん定期預金
2021年 ～ 2021年２月１日㈪ ９月30日㈭

1年もの預金金利

0.15年 ％（　　　　）税引後
年0.119％

※本商品は金利情勢の変動やその他の理由により当金庫の判断で取扱いの終了ならびに金利の変更をする場合があります。

おかしんアプリ

THE OKAZAKI SHINKIN BANK

○苦情処理措置　本商品の苦情等は、当金庫営業日におかしんインターネット支店または顧客相談室（9時～17時、フリーダイヤル：0120-102-156）にお申し出ください。
○紛争解決措置　愛知県弁護士会（電話：052-203-1777）、愛知県弁護士会西三河支部（電話：0564-54-9449）の紛争解決センター等で紛争の解決を図ることも可能ですので、
　　　　　　　　利用を希望されるお客さまは、当金庫営業日に上記顧客相談室または紛争解決センター（10時～16時）にお申し出ください。

詳しくは おかしんインターネット支店コールセンター　　0120－914－101にお尋ねください。



チケット／1冊１,８００円（３００円×6枚綴り）
前売り／１,５００円　　当日／１,８００円

同時開催
・キッチンカー（暴れん坊チキン）、おでん屋台（㈱岡崎ニューグランドホテル）
・施設内飲食テナントのテイクアウト

※会場へお越しの際は公共交通機関（電車・バス・タクシー）をご利用ください。　※飲み比べはチケット制になります。商品に応じて必要な枚数をお渡しください。
※購入後のチケットは払い戻しはできません。　※20歳未満のアルコール類の購入や飲酒は法律で禁止されています。　※飲酒運転は法律で禁止されています。
※マスクの着用をお願いいたします。　　※手指のアルコール消毒をお願いいたします。　　※レジ清算待ちの際は間隔を空けてお並びください。

お問い合わせ 岡崎ニューグランドホテル ■主催／福島県名古屋事務所、㈱岡崎ニューグランドホテル
■協力／岡崎信用金庫、中部スターツ㈱

℡（0564）21－0113
（受付時間／１０：００～１９：００）
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2021年4月1日㈭
～4月7日㈬

OTO RIVERSIDE TERRACE会場

１０：００～２０：３０時間

チケット購入場所／岡崎ニューグランドホテル
　　　　　　　　グランド イン 東岡崎

●飲み比べ（回廊及び回廊前）
●日本酒販売、物産販売（南棟１階）

★
★ ★

ふくしま

日本酒フェア

ふくしま

日本酒フェア

明代橋公園
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